
令和７年度　第１回栃木市総合教育会議　会議録 

 

１．日　時　令和７年６月３０日（月)　午前１０時００分～午前１１時３０分 

２．場　所　栃木市役所 ４階 議会全員協議会室 

３．出席者 

　（構成員）　大川秀子 市長、青木千津子 教育長、後藤正人 教育長職務代理者、 

五十嵐幸男 委員、西脇はるみ 委員、大塚裕子 委員、舘野知美 委員、 

岩崎好宏 委員 

　（事務局）　癸生川 総合政策部長、五十畑 教育次長、潮田 総合政策課長、 

飯島 教育総務課長、大塚 子育て総務課長、堀江 学校教育課長、 

宮堀 グローバル教育推進室長、その他担当職員 

４．内　容 

　１　開　会 

　２　あいさつ 

　　○大川市長 

令和７年度第１回の栃木市総合教育会議となります。皆様には大変お忙しい中ご参

加いただきありがとうございます。岩崎委員と五十嵐委員が就任してから最初の教育

会議となりますが、よろしくお願いいたします。 

大阪の関西万博ですが、６月２７日から栃木県、富山県、大阪府による特設ブース

が開設されました。私は２８日の土曜日に栃木県のブースを拝見しました。それぞれ

の自治体のブースで期間中に１日２千人を想定していたところ、栃木県は３日間で５

万人の入場者がいらっしゃった素晴らしい企画でした。 

市内からは認定こどもさくら園、国府南小、大平南小、藤岡小、藤岡中、栃木高校

が地域の歴史や文化を発表していたことが何よりも特徴的でありました。栃木県を知

っていただくだけでなく、レガシーを次の世代につなげていくということを栃木県の

ブースとして大きな役割を果たしていたのではないかと思います。この万博に関わっ

た子どもたちにとって忘れられない万博になったのではないでしょうか。 

大平南小の田村律之助の研究発表においては、律之助像を会場に飾り、日本一の麦

の産地としての展示とクラフトビールを会場の皆様に飲んでもらうという企画が万博

を通して世界に発信できたのは地域にとっても素晴らしいことであったと思います。 

万博は未来を想像して発表するものでしたが、将来がそうなっていくのではないか

と考えられるものでありました。ぜひ暑い時期を避けて、涼しい時期に行ってみてい

ただければと思います。 

ものづくりの第一人者である小平浪平が、昨年生誕１５０年を迎え、顕彰ツアーの

開催や社会科資料集を作成いたしました。学校にはデータとして配布をしているので

学校教育の中でタブレットを活用して学習をする中でこちらの資料集を生かして学習

していただければと思います。 

石崎常藏氏の著書を配布させていただきました。ビール麦の生産を地域に広めた田

村律之助と政治家である田村順之助について書かれた書籍であります。こちらを市へ

寄贈いただきまして、各学校に配布、市内図書館にも設置をいたしましたので、多く

の子どもたちに学んでいただきたいと思っております。 

　　　本日は、「不登校支援」と「栃木市こども計画」について、意見交換を行う予定で

ありますので、どうぞ最後までよろしくお願いいたします。 



　３　協議・調整事項(１) 不登校支援について 

　　○事務局：学校教育課（資料により説明） 

　　○大川市長 

　　　　皆様からのご意見・ご質問を伺いたいと思います。 

　　○舘野委員 

先日教育委員会主催の学習会があり、いじめ・不当校対策の分科会へ参加した際

に、各市町村にてメタバースを導入した不登校支援をしていると伺った。予算の確

保や人材の確保に苦慮し、継続できなくなった自治体もあったり、市独自の運営や、

語り場というＮＰＯ法人を利用し、予算を工夫して運営している自治体もあった。

昨年よりもメタバースを導入して不登校対策の支援をしているところが増えている

ことから、需要が出てきているのだなと感じるとともに、予算の確保に苦労もして

いるようであった。 

　　○大川市長 

　宇都宮市で取り入れているメタバースなどは、全国で不登校対策や支援について

研究しているＮＰＯ法人等も増えてきているが、そのあたり事務局としてはいかが

か。 

　　○事務局 

　　　　子どもたちが次も行きたくなるような仮想空間にしなければならないと考えたと

きに、学びが生まれたり様々な世界を経験できたり、相談ができたりするような空

間を設けたいが、様々な面で課題が残っている。他自治体に聞きながら栃木市とし

てどうしていくことが良いのか検討を進めている。 

　　○後藤委員 

　　　　本日の資料を見ると本市では不登校の数が４年連続で増加しているとあり、国レ

ベルでは１１年連続増加傾向である。その反面、急速な少子化で子どもの数が減っ

ていることもあり、複合的に絡み合った非常に大きな課題であり、社会問題である。

最近の文部科学省では、いじめの要因について踏み込んだ説明をしており、いじめ

の要因として、人間関係が５０％、いじめが２９．２％、家族関係が２５．３％、

病気等が１６．１％、授業への不満が１３．３％とある。学校側として、授業への

不満・学校への不満ということから「魅力ある学校をつくろう」ということが前面

に出てくるのだが、最近の文部科学省の説明では「魅力ある学校づくり」から「魅

力ある学級づくり」に変わった。子どもたちに一番近いところにいるのは担任の先

生であり、先生方が元気でないと子どもたちも元気にならない。先生方にも様々な

ストレスがあるが、子どもたちももちろんストレスを抱えており、それらを支える

家族の負担も増えてきている。これらもある意味社会問題の１つであるが、こうい

った１つ１つの要因が複雑に絡み合っていることを前提に置きながら、イージーオ

ーダー的な子どもとの関わり方をしていかないと解決できないと思われる。教育委

員として学校を訪問させていただいたりするが、本市では素晴らしい授業を行って

いる学校も多いのだが、それらの方々の努力が中々数字に出てこない。もっと前面

に出していいのではないか。 

子どもたちや家族への話し合いや先生方に対してはスキルアップの研修をいかに

していくかが重要である。自分も保育士養成スキルアップ研修を担当しているが、



１００名近くの先生方が集まるが、個々の必要感を感じながらの研修は難しいもの

であるが、質問の時間を設けると様々な個人的な質問が届く。それも大切ではない

かと思っている。本市の先生方の同僚性はどこの学校でも自然体でお互い支えあっ

ていると思える。数字に表れにくい先生方や子どもたち、家族たちの努力を言葉と

して表現していった方が良いと思う。そうすることで、先生方や家族の方も安心で

きるのではないか。 

　　○五十嵐委員 

複合的には不登校だけの問題ではなく、例えば学校の先生の働き方改革などがあ

る。先生の気持ちに余裕が出て、教室の壇上でにこにこしている方が子どもたちは

良いと思うはずである。先生の気持ち的な余裕も確保しつつ、子どもたちと接する

ということも大切ではないか。自分らが子どもの時代は、先生に怒られたり、友達

と喧嘩して学校に行きたくないという状況でも学校に行かなきゃならないものであ

ったが、現在は行きたくなければ無理をして行かなくても良いという雰囲気になっ

てきている。無理強いをして学校に行かせることは子どものためにならないと思う

が、状況によっては子どもたちの背中を押せるように周りが支援をできればと思う。

自分がＰＴＡ会長をやっていた時の校長先生は、不登校でも朝の内に校門まで来て

もらうとか、部活にだけ出てもらう等何か社会と繋がりを持つことが重要だとおっ

しゃっていた。一番怖いのは引きこもってしまい、社会とのつながりが断絶してし

まうことであるとも言っていた。学校や家庭だけでは限界があるため、子どもたち

と何かしらの関わりを持てるように、メタバースを利用することも含め、地域で声

をかける等地域が一体となってできる取組をしていければと思う。 

○大塚委員 

　保護者として見守り隊を６年間行ってきたが、子どもたちの心の状態が見えるよ

うになってきたと感じる。学校に訪問させてもらった際に、先生方も子どもたちが

なぜ不登校になるのかわからないという状況を聞き、保護者にも聞いてみると、保

護者もなぜ不登校になっているのかわからないということがある。地域の見守り隊

としてどこまで踏み込んで良いのかが難しい。我々の時代では学校に行くのが当た

り前の時代だったが、現在では何かあれば休んでいいという時代となってきている

ので、外から踏み込みにくい状況である。一意見ではあるが、守りに行き過ぎてい

るのではないか。 

○岩崎委員 

自分の周囲で不登校のお子さんを抱えている保護者が多いと感じるようになった。

不登校により離職する方が増えてきてしまうのではないかと危惧している。朝遅れ

るという連絡も増えてきており、保護者の方が学校への付き添いのために休みを取

るという状況も増えてきているため、企業としても協力していかなければならない

と実感している。栃木市でも教育支援センターや民間のフリースクール、今後のメ

タバースやオンライン学習を含め、子どもたち一人ひとりに合わせたものを選択し

ていくことは難しいと思うが、様々な選択肢を用意するということは重要ではない

か。また、先生や保護者だけでなく、企業や地域としても協力することも今求めら

れているのではないか。 

○西脇委員 

　　不登校についての研修に参加した際に、保護者の方たちがＱＲコードから悩みや



相談事を打ち込んでいたのだが、どの方も必死の様子が見て取れた。保護者も必死

であるし、子どもたちにも子どもたちなりの事情もあり、それぞれの悩みに寄り添

ってあげられるような取組をこれからもお願いしたい。同じ悩みを持つ方で共有し、

相談できるような保護者の方へのケアの機会も必要であると思う。 

○大川市長 

　　市でもそういった保護者の方たちとふれあいトークを行ったことがある。熱心に

取り組んでいるとの評価はいただいているものの、改善に至っていない点が課題で

もある。 

○青木教育長 

　　　　市内の学校は不登校に関することについて、先生方の理解がとても進んでいると

思っている。不登校は人それぞれの事情が絡み合った結果、そういった状況になっ

ているということで、問題行動として捉えるのではなく、一人ひとりを救ってあげ

られるように、校内に支援センターを設置するなど様々な手立てを設けて、それで

も救ってあげられないようであれば、メタバースを活用するなど網の目状に広げて

一人でも多く救いたいと思っている。先ほど岩崎委員もおっしゃったように、企業、

地域の理解も必要である。学校、家庭、地域、企業も含めた社会全体で不登校支援

について、力を合わせて取り組んでいけるような社会を目指していければと考えて

いる。 

○大川市長 

学校だけでは解決できない問題もあると思っている。各学校に機能を持たせるこ

とも大切になってくると思うが、人材の確保など難しい部分もあり、民間と連携し

ながらやっていけないかという提案も受けている。また、教員を経験した方がなん

らかの組織を作り、学校現場に協力できないかという話も出ているので、皆で支援

するような取組ができれば良いとも考えている。我々も含め、それぞれの立場でご

助力いただければと思う。 

○青木教育長 

　　国も不登校自体を問題行動と捉えるのではなく、その時期は一定期間休む必要も

あるという理解の基に国全体が動いている状況になってきている。 

○舘野委員 

　　校内版教育支援センターを設置するように進められているが、栃木市には校外に

も教育支援センターが５箇所設置されており、他自治体と比べると恵まれている。

しかしながら、建物の老朽化等もあるとは思うが、古い建物を利用しているとなん

となく気持ちが落ち込んでしまう可能性もあるのではないか。スターバックスのよ

うなリラックスしたイメージで、静かに各々の作業をしているような人たちがたく

さんいて、子どもたちが安心して安全に過ごせるような場所、環境の整備も大切で

はないか。家庭や学校に居場所がない子たちもおり、そんな子に対して保護者や先

生、友達でもない第三者の存在を通して学校と連携が図れれば、保護者や本人にと

っても安心して過ごせるのではないだろうか。そういった寄り添い方も整備できる

と良いと思う。 

○大川市長 

　　かつてはあまり目立たない場所を教育支援センターとしてきたが、状況が変わっ



てきていることも含め、環境整備は必要である。事務局としてはいかがか。 

○事務局 

委員の皆様のおっしゃる通りである。いつでも気軽に行ける場所ということが第

一だと考えている。人目に付かない場所の方が行きやすいという子もいるので、そ

のあたりの兼ね合いも含め、今後様々な面で検討していきたいと思う。 

 

(２) 栃木市こども計画について 

　○事務局：子育て総務課（資料により説明） 

○大川市長 

　　　　皆様からのご意見・ご質問を伺いたいと思います。 

　　○後藤委員 

小中学校の運動会・体育祭に教育委員として参加させていただき、今年強く感じ

たのは、子どもたちが主人公になった運動会・体育祭であったということである。

子どもたち一人ひとりの居場所と出番がしっかり作られており、アナウンサー顔負

けの実況中継や次の種目の準備、中学校ではテントの片づけまでも生徒たちが行っ

ていた。そこまで成長できたのは先生方の指導の賜物で、苦労もたくさんあったと

は思うが、それを見て子どもが主人公だなと子どもまんなかだなと感じた。本市で

はこども未来アシストネット事業ということで、地域と学校とが一丸となって子ど

もを育てようという事業を進めている。地域が一体となって学校を盛り上げようと

思う気持ちは、栃木市ではどこの学校を見ても強いと感じる。子ども未来アシスト

ネット事業には未来という言葉が入っているが、先ほど市長がおっしゃった通り、

栃木市の良いところを次世代に繋げていくという願いに未来が乗っているのではな

いかと考えている。子どもたちの居場所、出番がはっきりしていると子どもたちの

表現や顔つきが変わるのだなとそんな風に感じた運動会・体育祭であった。 

　　○大川市長 

　　　　運動会に参加すると、子どもたち一人ひとりがしっかりと役目を果たしていると

感じる。特に上級生になっていくほど、より自分の役目を果たせるようになってい

る。そのことに感動を覚える。 

○大塚委員 

　　　　いろいろな子育て支援センターに行く機会があるが、市外から来る方からは、栃

木市は子育ての環境が充実している、イベントもたくさん開催されているという話

を聞くことが多い。それを聞くと栃木市は子育てについて、良い支援・環境が整備

できてきていると感じる。 

　　○大川市長 

　　　　中にいると実感しづらいのかもしれない。それらの支援策が少子化に歯止めをか

けるようにできればと思っている。子育てに良い環境があり、子育てをするのなら

栃木市でとなってくれれば良いとは思うが、なかなか結果に結び付かず歯がゆいと

ころである。不妊治療も熱心にやっていただいてありがたいという声や、産前産後

のヘルパー事業についてもすごく助かったという声も聞いている。他市と比べて遅

れているわけではないが、実際の少子化対策に結びつかないところが課題である。

人口減少においても将来の日本の経済に影響もあるような喫緊の課題である。今年



の成人の数が１,４００人で、年間の出生数が６７０人であり、２０年で半分以下に

なってしまっている。これらは全国的な課題でもある。県でも人口未来会議を今年

４月に立ち上げ、様々な業種の専門家を招集して、栃木県の人口減少を他人事では

なく自分事として取り組むような組織を立ち上げており、８月に県として宣言をす

るようである。栃木市としても人口減少、少子化を自分事として取り組んでいただ

くようにふれあいトークのテーマとして皆様と考えていきたいと思っている。 

　　○岩崎委員 

　　　　このこども計画の表紙が素晴らしく、計画の全体を見てみたいと思える。個人的

には本市の出生率が１．０６とあり、栃木県の平均より低いことに驚いた。こちら

の出生率と希望出生率との乖離をどう埋めていくか考えなくてはならない。事業の

計画では、出会いの場からライフステージに合わせて考えなくてはならず、多額の

予算が必要とは思うが、市としても様々な事業を採択していただければと思う。単

に数字が上がれば良いというわけでもないが、みんなが希望している数字に近づけ

ていけるように今後推進していただければと思う。 

○大川市長 

　　何人子どもを生み育てたいかという希望に対して、様々な課題によって生めない

という状況がある。それらの課題を取り除けるような政策をしていかなければなら

ないと考えている。実際に希望としては２人、３人と子どもが欲しいとされている

のだが、出生率的には１.０６という数字となってしまっている。前回の調査で本市

は県内２５市町の中で中ほどの順位であったが、今回の調査では平均より少し下が

ってしまっている現状である。別の自治体では、住みやすいと思われていてもそれ

が出生数に結び付かないこともあるようであった。 

○岩崎委員 

　　住みよい街ということに関しては、現状の生活が充実しており、結婚しないとい

う選択をする人もいることことから、独身の方が多いという見方もできる。 

○大川市長 

様々な背景があると思われる。これだけ出生率が低くなっていることについて、

ふれあいトークで数値などを説明すると、参加した方はまさかこれほど少ないと思

わなかったとショックを受けていた。若い人がふるさとに帰って生きていきたいと

思えるような街づくりも必要ではないかという意見もいただいている。栃木市は首

都圏に近いため、本市に住んで、都会に働きに行くことができるような環境づくり

も考えていかなければならないとも思う。 

○青木教育長 

　　　　ふれあいトークにて、ある市民の方から、栃木市は未来アシストネットを通して

地域の方々が子どもたちに積極的に関わり、大人が子どもたちのために一生懸命頑

張っているという姿を見せており、そんな大人たちの姿を見た子どもたちは、一旦

都会に出たとしても、大人になってから地元に帰ってきて、昔見た大人たちのよう

に自分たちも子どもたちを支援したいという気持ちが湧いてくるのではないかと話

されていた。市長と参加した若者とのふれあいトークの際に、自分の学校時代で一

番記憶に残っていることは何かと聞いた際には、多くの若者が地域の方とのフィー

ルドワークやイベントでお世話になったことが思い出に残っていると回答していた。



地域の大人たちが子どもたちのために一生懸命頑張っている姿を見てきた子どもた

ちには、地元に戻って自分もそのように頑張りたいという芽が育ってくるのではな

いか。長い目で見ればそういった取組も必要ではないかと考えている。 

　　○大川市長 

　　　　地域の大人たちに守られている、大事にされているということを子どもたちには

感じてほしいし、大事にされたことは大人になっても忘れないものである。今ここ

にいらっしゃる皆様は、地域の中で様々な活動をされており、そういった活動は子

どもたちに伝わっていると思われるため、これからもご支援いただきたい。 

　　○五十嵐委員 

　　　　地元の大平西小の読み聞かせに参加させてもらっているが、現在３年生と４年生

が３クラスずつあり、一部は教室が足らず、新１年生は体育館の前にプレハブ設置

してそちらを教室としていたりする。現在では結婚すると親世代と住むのではなく、

新しい住宅を建てて住むことが多いこともあり、大平でも日立の工場があったり、

新しいモールができたことで、新興住宅が増え、一時期はその周辺小学校で子ども

の数が増加したこともあったが、現在は落ち着いてきているようである。市の方で

も企業を誘致していく中で、親世代がしっかり働けて、所得も得られ、子どもたち

が安心して暮らせるような子育て環境も整ってくれば、少しずつ子どもの数も増え

ていくのではないかと思う。 

　　○大川市長 

　　　　戦後の頃は１年間の出生率が２６０万人を超えていたが、現在では約８６万人で

あり、こうして比較すると人口減少が著しいと感じる。戦後の時代はそれだけの人

がいて、日本の経済が支えられ、成長してきた。この時代くらいに数を戻すという

のは、現状で不可能であるため、元に戻すということではなく、今の新しい社会の

中でどのように対策していくかが重要ではないかと考えている。 

　　○五十嵐委員 

　　　　地元のまちづくり団体にて、子ども食堂などの活動が増えてきている。大平わい

わいテラスに所属しているが、子育て世代に喜んでもらえるような企画・イベント

を考えている。地元の大人たちが頑張って地元を盛り上げていく背中を見て、子ど

もたちが大人になった時に、自分たちも同じように盛り上げていきたいと思えるよ

うに繋げていきたい。 

　　○後藤委員 

　　　　仕事の関係で熱海市と米沢市を訪れた。熱海といえば温泉、米沢といえば米沢牛

というイメージだと思う。そんな熱海市は空洞化の危機を味わった自治体であり、

米沢市に至っては空洞化が進行し、両市とも既存のイメージを変えようと、地元の

若者が考え、その発想を観光課がバックアップしながら地域おこしをしている。発

想の転換をしていくということは大切であり、若い方たちを含めた様々な世代から

話を聞くことも重要であると思う。 
 
　４　その他 

　・次回開催は令和８年１月２９日（木）　議会全員協議会室 
 

５．閉会（１１：３０）


